
 

 

サステナビリティ燃料の適用性確認 

概要 
「カーボンニュートラルの実現」を目指して、サステナビリティ

燃料への移行が世界中で加速しています。サステナビリティ燃料に
は、灯油、Ａ重油、軽油などの液体燃料に代わるバイオ燃料や、水
素などがあります。これらが、既存の燃料と同様に使えるのかや、
基本的な性状が規格を満たしているのかに、多くの関心が集まって
います。 
 

燃料油の分析手法 
燃料油の分析では、密度や引火点などの性状分析を行います。また、発熱量測定や、含有する成分組成

を調べる元素分析なども行っています。 
■ 性状分析 
燃料油の品質を把握する手段として、密度、引火点、水分などの各種性状分析が一般的に行われてい

ます。バイオ燃料においても、燃料油に由来するトラブルを未然に防ぐため、品質規格を遵守すること
が重要となります。弊社では様々な性状分析を実施しています。(別紙「燃料油の性状分析」参照)。 
■ 元素分析 
主に、炭素、水素、窒素、硫黄などの含有量を求めます。窒素 

や硫黄を多く含む燃料は、燃焼時に NOx、SOxなどの有害物質を 
発生させるので、環境負荷低減のため、極力これらの含有量が低 
いものが望まれます。 
■ 発熱量 
発熱量は、物質が完全燃焼する際に発生する熱量です。測定結 

果は、燃料の性能を表す最も重要な指標です。 
 

燃料ガスの分析手法 
燃料ガスを使用する内燃機関、コジェネレーションシステム、冷凍機などの効率計算の際に発熱量の値

が用いられます。発熱量は、ガスメーカーよりスペックが提供されるものの、ロットにより若干差がある

ため、正確な値が必要な場合は都度の測定が必要になります。JIS K 

2301 で規定された方法のうち、弊社では成分分析（ガスクロマト

グラフ）の結果から算出する方法を用いています。 

 

 

 

 

図 1  液化水素タンク 

図 2  カロリーメータ 

図 4  ガスクロマトグラフ 図 3  ガス採取容器 
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事例① 軽油とバイオ燃料の比較 

石油燃料とバイオ燃料で発熱量計測、成分分析、銅板腐食試験を実施し、結果を比較しました。使用し
たバイオ燃料はＨＶＯ（水素化植物油）とＦＡＭＥ（脂肪酸メチルエステル）です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 5は、ＨＶＯの発熱量が灯油と同等であることを示しています。一方、図 6の、ガスクロマトグラ

フによる成分分析の結果では、それぞれのバイオ燃料と軽油で含有成分に大きな差異があることが示さ

れています。図 7 は、これらの燃料が金属腐食させる作用を調べたものですが、軽油との間に差異は認

められませんでした。 

これらの結果から総合的に判断される代替燃料の選定に、弊社は貢献しています。 

 

事例② 水素混焼燃料ガスの発熱量分析 

水素の燃料利用の例として、水素ガスタービンによる発電が

あります。弊社では天然ガスの分析を定期的に実施しています

が、天然ガスに代わる燃料として、水素混焼燃料ガスの分析も

実施しています。例えば図 8 は、30%水素混焼燃料ガスの分

析を実施し、成分の比率と発熱量に問題がないことを確認した

状況です。弊社は様々な水素混焼燃料ガスに対応致します。 

 
以上、サステナビリティ燃料の適用性確認に関する調査の一部をご紹介しました。弊社は、固形バイオ

マス燃料や合成燃料など、多種多様なサステナビリティ燃料について、様々な内容の調査経験がござい

ますので、お気軽にご相談いただければ幸いです。 
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図 5  発熱量の比較 図 6  成分の比較（ＧＣ‐ＭＳ） 図 7  銅板腐食試験 

図 8  混焼燃料ガスのクロマトグラム 
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